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講習会目的

レーザー大会・練習における安全な
セーリング環境を作るために

→シーマンシップの向上
→指導者との協力体制の構築
→知識・技術の共有・情報提供



午前：座学

・シーマンシップの向上

・レースコースのエリア化と支援艇との情報共有について

・レスキューステーションの利用方法

・結索（ロープワーク）

・陸上シュミレーション

午後：実技

・海上救助実践

セーラーによるセルフレスキューと救助艇でのレスキュー



セーリングスポーツは危険と隣り合わせ

日頃から安全に対する心構えと準備が必要
＊レースや練習で重大な事故（死亡・重傷）を出してはならない

シーマンシップの向上！！

レスキューされないことが一番！

セーリングの基本は、海上でのトラブルが皆無となるように、
艇と体を水上でいかなる場合になっても対処出来るように準備
しなければならない。



日頃からの備え
（アドバイスとトレーニング）

・確実で安全な艤装・・・クラスルールの遵守
適切なロープワーク

レーザーを理解する

・安全な出艇と着艇・・・風向、波の状況把握
艇の持ち方と持つ位置

・沈起こし技術 ・・・マストが倒れた方向で違う沈起し
※ 風上側/風下側の場合
※ 風下側 ー サンフランシスコロール



レーザー級の特徴を知ろう！

メインシートどめの（エイトノット）位置でブームの出る量を調節
しましょう！
：強風時ブームが前に出すぎると、沈を繰り返してしまう危険性があります！

～未然に防ぐトラブル～



カニンガム・アウトホールのエンドの結び方

微風と強風でセッティングを変えましょう！

・・・・・・強風時マストが抜けにくくなるように

ロープを最大に出しても、余りがないように



Gリングの紹介

ラダー回りの注意点！

Gリング（ラダーヘッドが抜けないために）
＊ラダーが抜ける理由

強風での沈でラダーヘッドが
抜けてしまう場合があります。

Gリングの使用をお勧めします！



ラダーのセットについて

板状のラダーストッパーはピンドルに接していて、

かつピンドル金具の段差部分にセットされていること



センターボードショックコードの取り回し

：従来のバウアイからではなく、デッキブロックベースからの艤装を推奨！

・・・・・・沈をしたときにセンターボードが抜けにくくなります



センターボードによるセンターケース内部の削れ事例

適切な位置への調整 センターを上げる際の角度に注意！



強風でも安全に大会運営を行うために

協力体制の構築

a. レース時における情報共有

b. レースコースでのエリア化
（速やかに到着し、レスキューするために ）

C. 適切な選手へのアドバイスの実施
＊セーリングできる限界を超えていないか？

＊パワーダウン方法・・・Laserでもできるリーフ



All Japan Championships2020
・11/20-23  三重県津市津ヨットハーバー

STD – 51, RD – 90, 4.7 - 23   合計164艇
・レース形式
ソーセージコース ２海面
A海面：STD,4.7 B海面：RD 2クラス
・強風ー微風ー強風となり

STD,4.7  - - -4レース
RD          - - - 3レース

確認された状況と課題

＊RDが2クラス90艇、STD48艇,4.7 23艇 剛計161艇が一斉に海上で
レースを行う

＊強風においてのレスキュー対応艇数に限りがある
支援艇との連携・協力体制構築が必要
選手の協力なしには安全確保が困難である

直近の事例から・・・



１

エリア① エリア②

エリア④エリア③

レスキュー
ステーション

４

レースコースのエリア化 レスキュー
ステーション



「強風下で、より安全に良いレースをするために」

・運営テクニックの向上・・・海上待機時間をより短く

操船、アンカーの打ち方、ロープさばき等、運営技術の向上

・救助体制の構築と強化

レースコースのエリア化と支援艇との情報共有

レスキューステーションの活用

レスキューボートの救助技術のレベルアップ



ロープの結索・浮環の結索と投げ方、救助備品の紹介

ロープ結索

～レスキューする側の準備として～

もやい結び

＠どちらの方向からでも結べる事
ふた回りふた結び

＠解けづらく解きやすい

もやい結び＋ハーフヒッチ
実際の傑作では解脱しにくくするためにハーフを加える



まき結び（クラブヒッチ

チェーンノット



浮環の結索と投げ方

浮環＋ロープ
＊投げてもつれない様に準備

まき結び＋ひと結び
（クラブヒッチ＋ハーフヒッチ）



その他活用できるツールの紹介
テープスリング、カラビナ、ロープBOX（収納用）、ボートフック

https://www.rescue-

japan.com/SHOP/1331300051.html
https://www.bepal.net/gear/gimmick/148536

http://www.aquaworld-d1.com/index/marine_goods/boat_goods/keisen/telescopic_boat_hook/a.htm



バウラインの活用方法
緊急時に活用
＊一時的に引っ張り出し、曳航するためのロープ

10m程度のロープがあると便利です！
曳航時
＊２０ｍのロープを用意（レスキュー艇から）



終わりに

レーザークラスの醍醐味である強風セーリング
この中で、多くのセーラーが腕を競い合うことができる
「レースや練習での安全体制」を構築するため、

セーラーをサポートする取り組みに、ご理解とご協力をお願い
いたします。


